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２．川尻地区の歴史と町並み及び建築的特徴について 

 

＜川尻の歴史＞ 

その昔緑川と白川の合流によってできた川尻の沖積平野は、東部からしだいに開拓されて豊

かな水田となり、それらの水田を支配する豪族河尻氏が鎌倉時代に勢力をのばしていきました。 

緑川の蛇行部分を港湾に仕立て上げた河尻氏は、ここを水軍の根拠地にするとともに貿易に

も乗り出したとみえ、現在の川尻町の東部の白川補給水路近くから大量の青磁の破片が発掘さ

れています。青磁は宋時代のものとみられ、平安末期から鎌倉初期には港が成立していたと考

えられています。 

川尻の港は、中世以来貿易港として栄え、近世期には加藤家・細川家の軍港として、また、

藩の年貢米の集積・積出港としても栄え、川尻は熊本藩の主要な町として、五ヶ町の一つとさ

れていました。 

前述のように要衝であった川尻には御船手が

置かれ、外城町には御船方の詰所や屋敷、御作事

所が設けられており、藩主の御座船である波奈之

丸（なみなしまる）や泰宝丸も停泊していました。 

また、年貢米の積出港として藩の米蔵が建ち

並び、この御蔵前には、長さ１５０メートルにわ

たり１３段（後に 1 段積み増す）の石段が築か

れ、潮の干満や水量の増減に影響されない船着場

となっていました。藩内各地から年貢米が納めら

れる為、多くの人々で賑わっていたようです。 

このように多くの消費者をかかえ、日常生活に必要な物資は天草・島原からも運び込まれ、

藩内各地より緑川を下ってきた年貢米納入の船は、川尻での蔵納めを終えたのち、様々な物品

を買い入れて帰ったので、その需要に応えるべく鉄物・木製品・反物などの製造・販売が盛ん

になり、川尻は商工業の町としても、また、宿場町としても繁栄していきました。 

明治維新後、御船手は廃止されましたが、商港としての港と、宿場町・職人町としての市街

は依然繁栄を続け、西南の役により一時停頓しましたが、間もなく立直り、昭和１５年に熊本

市に合併されるまでは、熊本市の南部から城南町周辺の中心地であったと考えられます。 

ところが、第二次世界大戦による経済統制、戦後

の経済、交通の変化等によって、川尻地区は、伝統

を感じる町並みと伝統工芸品を残す静かな地域とな

っていきました。 

しかし、川尻にとってはそれが幸いし、河港町、

職人町の歴史を感じさせるたたずまいと、古くから

の神社仏閣、および地域に根ざした精霊流しなどの

年中行事や古伝承が、盛んなまちづくり活動の中で

今も継承されています。 

 

大正期の御蔵前船着き場（川尻町史より） 

河川改修が終わった船着き場 
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＜川尻の町並み＞ 

川尻の江戸時代の町並みは、藩の年貢米の集積・搬出の拠点となった米蔵（東蔵・中蔵・外

城蔵）や御茶屋、町奉行所などを中心に東西方向にのびる道と、その道と交差し南北方向にの

びる薩摩街道に添って形成されていました。その形は、ちょうど鳥が翼を広げた様な姿になっ

ています。 

東西の軸は、いくつかの筋（通り）から成っていて、西から東に向かって、外城町筋（下

外城・中外城・上外城）、御蔵前、下町筋、本町（中町）筋、見世町筋、薩摩街道を横切り、

横町筋で構成されています。 

南北の軸は、北から岡町筋、田町筋、新町筋、加勢川に架かる新町橋を渡って大渡筋となっ

ています。岡町筋の高札場で薩摩街道と分岐した三角往還が小路町筋をつくり、本町筋で東西

にのびている筋と交差して加勢川に至り、渡し船で加勢川を渡ります。外城町筋の北側の無田

川までの間は、御船手役人の屋敷やそれらを支える船頭の居住地等となっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの筋ごとにも特徴があり、

当時（江戸期）、横町筋は、鍛冶屋が多

く集まり、別名で鍛冶屋町と呼ばれ、田

町筋は、桶屋や木工の店が集まり、別名

で桶屋町とも呼ばれていました。 

また、本町筋から外城筋の加勢川沿

いには、廻船問屋が多く、塩飽屋（今村

邸：景観形成建造物指定）のような大店

（おおだな）は、お店（たな）独自の荷

揚げ場（区水・汲水）をもっていました。 

 

天保期の川尻絵図（川尻町史より） 

塩飽屋（今村邸：熊本市指定景観形成建造物） 



 4 

＜町屋の平面構成＞ 

川尻地区の町屋の敷地は、当時の税が間口でかかることから、大店を除き多くの場合、間口

が狭く奥行きが長い敷地形状となっています。 

間口が１０間を超える大店も散見されますが、平均すると３間前後のところが多く、それに

対して 奥行きは１０〜２０間ほどあり間口の３倍から１０倍ほどになる場合が多くなってい

ます。 

その多くが職住一体型の住居で、通りに面して店舗や接待のための座敷があり、中庭を隔て

て離れ（居住空間）や蔵を配置する平面構成となっており、全国的に見られる町屋の特徴と同

様です。 

 

 

 

＜町屋の外観構成＞ 

川尻地区は、通りに対して「切妻平入り」の建物が圧倒的に多く、流通・宿場・職人を中心

とする商人町の名残をとどめています。 

その町並みのスカイラインは、戦前の航空写真から、日本瓦の勾配屋根が、隣の屋根より高

くなったり、低くなったりと不規則に繰り返えされながら連続し、町並みを形成していたと考

えられます。 

川尻では、建物の形

態として、厨子二階（つ

しにかい）や本二階の建

築様式であったと推測

される建物から、店じま

いした仕舞屋（しもたや）

や大塀造（だいべいづく

り）、昭和初期にみられ

る建物の建築様式にい

たるまでを散見するこ

とができます。 

 昭和初期航空写真（川尻四つ角から瑞鷹付近の町並みが分かる） 

間口が３間前後で奥行きが深い敷地形状 
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その外壁については、伝統的様式建造物では多くの建物が漆喰の外壁となっていて、妻側を

大壁にした作りが多くなっています。その漆喰についても白ばかりでなく黒漆喰や灰漆喰も用

いられていましたが、戦時中に黒く着色したものもあり、補修段階で白漆喰に戻しているとこ

ろもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、戦後の一時期に流行したパラペット看板等によって、本来の伝統的様式建造物の姿が

隠れている建物もあります。 

開口部の窓に、厨子二階の一般的特徴ともなっている虫籠窓（むしこまど）はありませんが、

戸口や窓には木製の格子がはめられています。しかし、アルミサッシヘの更新などにより、木

製建具・格子は少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面が灰漆喰、横の家が解けた後、妻側を白漆喰で補修 

パラペット看板等で、伝統的様式建造物の姿が隠れている 

格子窓 


